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（資料－１）切下げ幅４０ｍの根拠 

現況の平水時の流路幅は約１０ｍ程度であり、中小出水時の河川氾濫幅が約４０ｍ程度であること、 

また、現況渓畔林への影響が無い幅を勘案し切下げ幅４０ｍとした。 
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（資料－２）水面下のコンクリート除去後のイメージ 
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（資料－３）室内水理模型実験 

 

 

（平面図）実験スケール１／５０ 

flow 

洪水氾濫域 

（縦断図）実験スケール１／５０ 

flow 

河床材料 （床固工模型は移動しないよう水路底面に一部固定する） 



- 4 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模型水路の状況（現況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模型水路の状況（切下げ） 

側岸は河床材料を貼り付け、粗度を付ける 
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（資料－４）水理模型実験による切下げ後の流路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【切下げ後の流路の状況（平常時）】 
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【ダム切下げ後の流路の状況（平常時）】 

 

【現在の流路の状況（平常時）】 
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（資料－５）水理模型実験による切下げ後の産卵床の想定 

 

【切下げ後の産卵床の推定分布】 

 

【現在の産卵床の分布】 
※シロザケの産卵床分布は「平成 26 年度知床世界自然遺産地域におけるサケ科魚類科学効果調査報告書(H27.3 公益法人知床財団）」より抜粋 

※カラフトマスの産卵床の分布は、平成 21 年の現地踏査時に確認されたもの 

－
7
－
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（資料－６）水理模型実験による土砂捕捉量並びに流出量の確認 

〇「計画洪水流量（100 年確率）の場合」 

〇「小規模洪水流量（10 年確率）の場合」 

給砂量
現況
（100年確率）

22,257 (57%) 8,106 (21%) 6,938 (18%)

切下げ
（100年確率）

21,221 (55%) 10,075 (26%) 7,177 (18%)

切下げ
（ 10年確率）

12,400 7,636 (62%) 912 ( 7%) 1,389 (11%)

床固上流捕捉量 床固工群捕捉量 土砂流出量

38,810

 

100 年確率並びに 10 年確率流量においても、現況とほぼ変わらない土砂捕捉量（現況 78％、 

切下げ 81％or69％）並びに土砂流出量（現況 18％、切下げ 18％or11％）が確認された。 
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（資料－７）水理模型実験による切下げでのダム直下の洗掘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖にぶつかり流向が 

右岸側に偏る 

堆砂しない 

袖にぶつかり流向が 

右岸側に偏る 

堆砂しない 

【切下げ】 

洪水・土砂の袖部の越流 

No.3 床固工 

【現況】 

洪水の袖部の越流 

No.3 床固工 

洪水ピーク時の状況（ハイドロ No.4） 
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（資料－８）数値シミュレーション 
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※横断測量結果（赤線）に基づき対象範囲（概ね河床内）を２ｍ☓５ｍのメッシュに区切りメッシュ内の土砂変動量などを計算 

海岸区間 下流区間 
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（資料－９）数値シミュレーションによる流況変化 

 
１年目ピーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【現況】と【切下げ】では流況はほぼ同じである。 

 【切下げ】は第２・３ダム間で複線化が見られる。 

 【全撤去】は現在の流路と右岸側への流れが発生するとともに、 
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下流に位置する道路への流水が確認された。 

 

５年目ピーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【現況】は１年目とさほど変わらない。 

 【切下げ】は【現況】との流路がほぼ同様であるが、 

１年目のダム区間に見られた複線化が上流へと拡大している。 
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 【全撤去】は１年目とさほど変わらないが、流路の主流が右岸側へ変わっている。 

 

10 年目ピーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【現況】は５年目とさほど変わらない。 

 【切下げ】はダム区間及び上流区間で複線化がより複雑になり網状河川となる。 

 【全撤去】は５年目とほぼ同様である。 

水深 

流速 

右岸側 

左岸側 



- 17 - 
 

10 年目ピーク（空中写真合成） 

【現況】 

【切下げ】 

【全撤去】 
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（資料－10）数値シミュレーションによる河床変動変化 
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（資料－10）数値シミュレーションによる河床変動変化 
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（資料－10）数値シミュレーションによる河床変動変化 
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（資料－11）数値シミュレーションによる土砂量の算出 

※河床変動計算による初期河床からの増減 
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上流区間は、１年目の土砂の土砂減少量が現況、切下げ、全撤去の土砂増加量より約 1.5 倍と多くなっ

ていることが判断できる。５年目、１０年目では、現況、全撤去が約 1.5 倍で、切下げは、約 2.5 倍の河

床変動が起こる結果となった。これは流水が澪筋に集中するところで侵食を助長していることが考えら

れる。 

ダム区間は、１年目、５年目、１０年目の河床変動量は減少しており安定していることが判断できる。

これは流路幅が全体に広がることで流速が遅くなり、河床の材料の移動が少なくなるためである。 

下流区間は、５年目、１０年目の現況、切下げの土砂減少量は土砂増加量の約 3.0 倍程度が増加してい

ることが判断できる。これは流水が河床に集まることで河床変動が増加することが大きな原因となる。

反対に全撤去については、両サイドに流水が分散することで１年目、５年目、１０年目とも土砂増加量が

土砂減少量の約 2.0 倍程度に増加していることが判断できる。 

海岸区間は、５年目、１０年目の土砂変動が増加していることが判断できる。 

 なお、海への土砂流出量は現況、切下げとも増加しており、切下げの方が現況より約 1.3 倍程度の増

加となり、全撤去は下流区間で土砂増加量が増加することから、海への土砂流出は少ないと判断でき

る。 
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（資料-12）数値シミュレーションによる土砂量の算出「H28 年 8 月大雨時」 

※河床変動計算：初期河床からの増減 
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（資料－13）水理模型実験による土砂捕捉量と 

数値シミュレーションによる河床増加量との比較 

 

水理模型実験 ※１００年確率流量（短期流量） 

                  約 16 時間 

 

給砂量
現況
（100年確率）

22,257 (57%) 8,106 (21%) 6,938 (18%)

21,221 (55%) 10,075 (26%) 7,177 (18%)

21,221/22,257= 95% 10,075/8,106= 124% 7,177/6,938= 103%

切下げ
（100年確率）

ダム上流捕捉量 ダム群捕捉量 土砂流出量

38,810

 
※（）内は対給砂量、下段は対現況 
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数値シミュレーション ※平年（増水期）の流量（１０年間） 

H28.8 大雨時（２０年確率／時間当たり）の流量 

（長期・短期流量） 

 

給砂量

2,372 574 1,109

2,372/3,367= 70% 574/885= 65% 1,109/544= 204%

2,603 789 7,232

2,603/3,579= 73% 789/1,249= 63% 7,232/5,760= 126%

2,731 869 8,064

2,731/3,850= 71% 869/1,222= 71% 8,064/6,296= 128%

2,179 425 104

2,179/2,237= 97% 425/418= 102% 104/350= 29%

2,683 694 530

2,683/2,820= 95% 694/676= 103% 530/653= 81%

2,590 763 912

2,590/2,887= 90% 763/733= 104% 912/942= 97%

942

切下げ(20年確率)

   (22時間後)

現況(20年確率)

　 (22時間後)
2,887 733

653

切下げ(20年確率)

   (18時間後)

現況(20年確率)

　 (18時間後)
2,820 676

現況(20年確率)

　　(9時間後)

切下げ(20年確率)

    (9時間後)

2,237 418 350

切下げ
     (10年目)

現況　(5年目) 3,579

切下げ(5年目)

ダム上流河床増加量 ダム群河床増加量 土砂流出量

現況
     (10年目)

3,850 1,222 6,296

1,249 5,760

現況　(1年目) 3,367 885 544

切下げ(1年目)

 

※下段は対現況 
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平年（増水期）の流量では、河床増加量は現況に比べ減少（63～73%）し土砂流出量が増

加（126～204%）するものの、洪水時（100・20 年確率）の流量では土砂捕捉量及び河床増加

量は現況とほぼ同じ（90～124%）であるため、災害等により発生する不安定土砂の移動防止

は図られると考える。 

また、土砂流出量においても洪水時（100・20 年確率）は現況とほぼ同じ（97～103%）で

あることから、災害等により発生する不安定土砂の流出量についてもコントロールできる

と考える。 
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（資料－14）シミュレーション結果からの産卵床適地 
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産卵適地条件（水深・流速・平均粒径）結果重ね図 
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産卵床適地結果図 
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産卵床面積＝867(m2) 
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産卵床面積＝867(m2) 
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（資料―15）シミュレーション結果からの流木捕捉範囲 
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大雨ピーク時の水深 1.0ｍ以下を流木捕捉範囲（赤着色）として推計 

○現況（H28 大雨ピーク時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○切下げ（H28 大雨ピーク後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流木捕捉面積＝25,595.14(m2) 

流木捕捉面積＝19,168.71(m2) 
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（資料－16）数値シミュレーションによる切下げでのダム直下の洗掘 

現河床 
シミュレーション変化による河床 

№１床固工の堤底部から-0.03m 

（7 年目ピーク前） 

№２床固工の堤底部から-0.70m 

（１年目ピーク後） 

№３床固工の堤底部から-1.12m 

（１年目ピーク後） 
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（資料－17）第１ダム下流の落差解消のための応急対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年 10 月 

応急対策実施後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

2017 年５月 

（７ヶ月経過） 
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（資料－18）第１ダム本堤流下水の吸い出し解消のための応急対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 10 月 

応急対策実施後 


